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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済対策や日銀の量的・質的金融緩和施策

の影響もあって、景気全体としては横ばい圏の推移ながらも企業部門において生産や輸出に持ち直しの動

きが見られるなど、一部に明るい動きがみられる状況で推移してきています。しかしながら、今後、中国

など新興国や資源国を中心に世界景気の減速の動きが強まれば、横ばい圏での景気推移が長期化する懸念

もあり、不透明感が払拭できない状況にあります。 

当社グループの属する建設コンサルタント業界においては、政府の第 4次社会資本整備重点計画に沿っ

た橋梁や道路等の加速するインフラ老朽化対策事業や切迫する巨大地震や激甚化する気象災害に対する

防災・減災事業、人口減少・高齢化に対応した持続可能な地域社会の形成を目指した地域活性化施策や経

済成長を支える社会基盤強化施策の推進、などの公共事業投資を中心として比較的堅調な事業環境で推移

しています。 

このような状況の中で、当社グループは「第3次長期プラン」に基づき、各営業地域と全社横断的技術

部門の連携を目的としたマトリックス型組織体制による生産力・生産体制と新事業創出に向けた活動およ

び研究開発活動の強化を継続しています。 

また、平成29年1月4日付で純粋持株会社（完全親会社）である「株式会社ＦＣホールディングス」を設

立します。これにより、各事業会社の一層の強化と同時にグループ各社の連携強化による経営効率化、ガ

バナンス体制再整備による強固なグループ経営を推進してまいります。加えて、他社との資本＆業務提携

の促進によって、コア事業の補強と新たな事業領域への展開を図り、長期プランの戦略目標達成を目指し

てまいります。 

なお、当社グループは、主要顧客である官公庁の会計年度末に完了・納入する業務が大半を占める関係

上、売上高は第４四半期に集中します。そのため、例年第３四半期までは経常損失、第４四半期で経常利

益となることが常態となっています。 

この結果、当第 1四半期連結累計期間の受注高は、コンストラクション・マネジメント（ＣＭ）業務お

よび環境マネジメント業務の受注増加や熊本地震の復旧・復興関連業務の受注もあって 58億 69百万円（前

年同期比 5.2％増）、売上高は 5億 14百万円（同 70.4％増）となりました。一方、損益面では、経常損失

は 1億 81百万円（前年同期は 2億 34百万円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は 1億 41百万

円（前年同期は 1億 74百万円の損失）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

（資 産） 

総資産は前連結会計年度末に比べて 24 百万円減少し、47 億 55 百万円となりました。主な要因は、未

成業務支出金の増加 5億 34百万円、現金及び預金の減少 6億 60百万円です。 

（負 債） 

   負債は前連結会計年度末に比べて 1億 85百万円増加し、17億 5百万円となりました。主な要因は、短

期借入金の増加 7億 20百万円、未成業務受入金の増加 87百万円、賞与引当金の増加 1億 2百万円、未払

法人税等の減少 1億 90百万円、その他流動負債の減少 4億 95百万円です。 

（純資産） 

純資産は前連結会計年度末に比べて 2 億 9 百万円減少し、30 億 49 百万円となりました。主な要因は、

利益剰余金の減少 2億 7百万円です。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 28年 8月 8日に公表しました連結業績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する情報 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

 

 

㈱福山コンサルタント（9608）平成29年6月期 第1四半期決算短信（連結）

3



㈱福山コンサルタント（9608）平成29年6月期 第1四半期決算短信（連結）

4



㈱福山コンサルタント（9608）平成29年6月期 第1四半期決算短信（連結）

5



㈱福山コンサルタント（9608）平成29年6月期 第1四半期決算短信（連結）

6



㈱福山コンサルタント（9608）平成29年6月期 第1四半期決算短信（連結）

7



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

４．補足情報 

 生産、受注および販売の状況 

  当社グループは、建設コンサルタント事業を営む単一事業の企業集団であることから、セグメント情報

は記載していません。 

   なお、建設コンサルタント事業における事業分野ごとの販売・受注実績は以下のとおりです。 

 

①  販 売 実 績                                          （単位：千円、単位未満切捨て） 

                    期  別 

 

事業分野 

前第1四半期連結累計期間 

(
自 平成27年 7月 1日
至 平成27年 9月30日

 ) 

当第1四半期連結累計期間 

(
自 平成28年 7月 1日
至 平成28年 9月30日

 ) 

金   額 金 額 

建設コンサ

ルタント 
 

交通マネジメント系 42,627  202,064  

地域マネジメント系 1,000  920  

環境マネジメント系 15,912  19,374  

ストックマネジメント系 30,630  70,401  

リスクマネジメント系 140,775  74,378  

建設事業マネジメント系 70,792  147,093  

合   計 301,737  514,233  

   

② 受 注 実 績                                            （単位：千円、単位未満切捨て） 

                     期  別 

 

 

事業分野 

前第1四半期連結累計期間 

(
自 平成27年 7月 1日
至 平成27年 9月30日

 ) 

当第1四半期連結累計期間 

(
自 平成28年 7月 1日
至 平成28年 9月30日

 ) 

受注高 繰越残高 受注高 繰越残高 

金 額 金 額 金 額 金 額 

 
建設コンサ

ルタント 
 

交通マネジメント系 2,243,064 2,200,437 2,136,429 1,934,364 

地域マネジメント系 124,426 123,426 122,661 121,741 

環境マネジメント系 228,232 212,319 325,199 305,825 

ストックマネジメント系 924,637 894,007 1,089,797 1,019,396 

リスクマネジメント系 1,545,278 1,404,503 1,261,307 1,186,928 

建設事業マネジメント系 513,210 442,418 934,040 786,947 

合   計 5,578,849 5,277,111 5,869,435 5,355,202 

      （注）上記の金額には、前期からの繰越業務を含んでいます。 
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	当社グループは、建設コンサルタント事業を営む単一事業の企業集団であることから、セグメント情報は記載していません。



